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公開授業Ⅱ さくら 知的障がい（さくら）学級国語科学習指導案
児 童 ２年男子１名 ３年男子１名 ３年女子１名

４年女子１名 ５年男子１名 ６年男子１名 計６名

指導者

１ 単元名 読んで、見て、作ろう

２ 児童と単元について

（１）児童について

本学級には、２年生１名（Ａ男）、３年生２名（Ｂ男、Ｃ女）、４年生１名（Ｄ女）、５年生１

名（Ｅ男）、６年生（Ｆ男）の知的に遅れがある児童６名が在籍している。平仮名を習得中の児

童や自分の学年で習った漢字を使用して簡単な作文を書くことができる児童など、到達内容は様

々である。そのため、児童の実態に応じた個別の内容による学習を中心に行っている。また、徐

々に交流での学習形態に慣れるため、２～３人のグループ学習や一斉学習の形態を取ることもあ

る。

児童は、これまで個別、または２～３人のグループ学習などで、文を読んで５Ｗ１Ｈを読み取

る学習に取り組んできた。また、「紹介ブックを作ろう」の学習では、一斉学習の形態をとり、

本校職員の紹介文から大切な要素を読み取る学習に取り組んだ。そして、例文を参考に、交流学

級担任の紹介文を書く活動にも取り組んだ。昨年度までの「日記を書こう」の学習では、みんな

でボーリングやかるた取りを行い、その様子を日記作文に書く活動にも取り組んだ。

５Ｗ１Ｈを読み取るプリント学習は、個別の内容に自分で取り組むことができるようになって

きている。改行の途中に答えがあるとき、２行にわたる文の中から目指す言葉を見つけることは、

難しいことがある。作文の学習では、長く書こうとして何度も同じ内容を繰り返し書く児童や、

自分で考えず教師に頼ろうとする児童がいる。

単元にかかわる児童の実態について、日常の観察から次のようにとらえた。

児童 「読みとること」「書きあらわすこと」にかかわる様子

読みとること １～２文の簡単な漢字仮名交じり文を読み、「だれが」「何を」「いつ」

A男 「どこで」を読み取ることができる。

２年 書きあらわす 絵を見て、２～３文字の物の名前をひらがなや片仮名で書くことがで

こと きる。

読みとること 学年相応の文を読んで、「いつ」「どこで」「だれが」「なにをした」に

B男 ほぼ正しく答えることができる。

３年 書きあらわす 簡単な文の視写や聴写ができる。日記作文を書くことができる。思っ

こと たことや感じたことを２～３文で表すことができる。

読みとること １～２文の簡単な文を読み、「だれが」「何を」「いつ」「どこで」「ど

C女 うした」などを読み取ることができる。

３年 書きあらわす 絵を見て、２～３文字の物の名前をひらがなや片仮名で書くことがで

こと きる。簡単な文の聴写ができる。

読みとること １～２文の簡単な漢字仮名交じり文を読み、「いつ」「どこで」「だれ

D女 が」「なにをした」にほぼ正しく答えることができる。

４年 書きあらわす 平仮名（清音、濁音）、片仮名、１年生の学習漢字の１０文字程度を

こと 書くことができる。

読みとること 学年相応の文を読むことができる。語彙が少ないので、内容を正しく

E男 理解することは難しい。

５年 書きあらわす 簡単な作文を書くことができる。語彙が少ないので、長文を書くとき

こと は、教師の助言に頼ろうとする傾向が見られる。

読みとること ２年生の学習漢字の半数を読むことができる。イントネーションの間

Ｆ男 違いが多い。４～５文を読んで、「いつ」「どこで」「だれが」「なにを

６年 した」にほぼ正しく答えることができる。

書きあらわす 簡単な日記作文を書くことができる。様子や気持ちを詳しく書くこと

こと は、難しいことがある。
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（２）単元について

本単元は、説明書を読みとり、説明の通りに工作を作っていく学習である。

児童は、これまでにも簡単な文を読んで「だれが」「いつ」「どこで」などを読み取る活動を

してきた。読み取る活動については、どの子も意欲的に集中して活動できる学習の一つである。

そこで、さらに文を読み取る力をつけていくことをねらいとし、文を読んで内容を理解し、自

力解決を進め、作品を仕上げさせたい。読んだ文を理解することができると、作品が出来上がる

ことで、文を読もうとする意欲が身に付き、内容を理解しようとする意欲も育ってくると考えた。

また、出来上がった作品を使って遊ぶ時間を設けることで達成感を味わうことができると考えた。

さらに、できた喜びや一緒に遊んだ楽しさが、心に湧きあがれば、感想を書く意欲につながると

思われる。感想を書く場合はパターンを示して書かせることで、交流の学習の時でも自分で感想

を考え、書くことができる力をつけさせたい。

（３）指導について

「説明書」の入門編として、おもちゃの作り方の説明書を活用する。おもちゃを作って遊ぶこ

とを目標にすることで、意欲的に学習に取り組むことができると考える。本学級の児童は、おも

ちゃを作るときは、だれかに作ってもらったり、作り方を教えてもらったりすることが多い。ま

た、写真や絵があると、文を読んで考えることを怠りがちである。そこで、写真や絵の少ない「説

明書」を使用し、自分で読んで作るようにさせたい。

「説明書」によく出てくる言葉は、今回を機に、身につけさせておきたいものである。そのた

め、辞書を引いたり、みんなで話し合ったりしながら、その都度、確認しておく。しかし、文を

読んだだけでは、理解が難しい児童には、ヒントとして写真や絵を見せたり、途中までやって見

せたりする。出来上がった時の喜びを大切にしたいので、ヒントを最大限に利用させ、必ずおも

ちゃが仕上がり、全員が遊べるように支援する。

感想は、楽しい気持ちが強いうちに書くことで、躊躇なく書ける体験をさせたい。自信をもっ

て書くことができるようになることを願っている。

学習活動における個の到達段階の違いに応じた支援について、次のように考えた。

Ａ男は、直観力が働くので、文を読まなくても絵や写真を見れば、作り方がわかると思われる。

できるだけ、文を読んで内容を考えるようにさせたい。「説明書」によく出てくる言葉について

は、上学年の児童の話を注意して聞くようにさせたい。感想のパターンを覚えたら、自力で書く

ように支援していく。また、漢字を使おうとしたときは、ほめ、漢字習得の意欲付けとしたい。

B 男は、進んで発言をしようとすることが少ないので、発言順もパターン化し、安心して手を
挙げることができる環境を整える。また、辞書を引くことができるので、言葉の説明のときに活

躍させたい。さらに、文字を丁寧に書くことに気を付けさせ、とめ・はね・はらいをきちんと書

けた箇所を数えることで評価につなげたい。

C 女は、読みとることはできても、作業につなげることが難しいと考えられる。読み終えるタ
イミングで「作ってみよう」と促す支援をする。また、自分で感想が書けるようにスモールステ

ップで支援する。相談をせず、自力で書き進めたときは、多少の形式違いがあっても不問とし、

自力で書いたことをほめて、自信をつけさせるようにしたい。

D 女は、読みとることを苦手としているが、力がついてきたので、自力で読みとりができるよ
うに見守りたい。ヒントに頼らずにできた時は、ほめて意欲付けとしたい。感想は、一人で書き

進めていくことができると思われる。表記の際、長音や促音等を書き落とすことがあるので、書

き終えた後、教師と一緒に読み返し、確認していきたい。

E 男は、自力で読み取っていけると思われる。そこで、言葉の説明や辞書で調べた言葉の発表
で活躍させたい。また、感想を書くことに重点を置き、より詳しい作文に挑戦させたい。文がね

じれないよう主語・述語を意識して書くように支援する。

Ｆ男は、写真や絵をヒントとしながら、自力で読み取り、作業に移ることができるようにさせ

たい。「説明書」によく出てくる言葉について、しっかり理解させるようにする。また、感想は

一人で書き進めていくことができると思われる。様子を表す言葉の語彙を増やせるよう、感想の

言葉集をヒントカードとして準備する。
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３ 単元の目標

・簡単な説明文を読み取ることができる。

・簡単な感想を書くことができる。

目標に対する手立て

A男 ・ 絵や写真をヒントにしながら文を読みとり、おもちゃを作ることができる。

・ 感想の書き方を知り、簡単な感想を書くことができる。

・ 習った漢字を使おうと意識し、使うことができる。

B 男 ・ 工作の「説明書」によく使われる言葉を理解し、辞書を参考にしながら説明すること

ができる。

・ 文を読みとり、おもちゃを作ることができる。

・ 丁寧な文字を書くように意識することができる。

Ｃ女 ・ 絵や写真をヒントにして文を読みとり、支援を受けながらおもちゃを作ることができ

る。

・ 感想の書き方を知り、簡単な感想を書くことができる。

D女 ・ 絵や写真をヒントにしながら文を読みとり、おもちゃを作ることができる。

・ 感想の書き方を知り、簡単な感想を書くことができる。

・ 表記を誤った場合には、直すことができる。

E 男 ・ 工作の「説明書」によく使われる言葉を理解し、辞書を参考にしながら説明すること

ができる。

・ 文を読みとり、おもちゃを作ることができる。

・ 主語、述語を意識して文がねじれないよう気をつけながら、くわしく感想を書くこと

ができる。

Ｆ男 ・ 工作の「説明書」によく使われる言葉を理解し、辞書を参考にしながら説明すること

ができる。

・ 文を読みとり、おもちゃを作ることができる。

・ わけを書き加えながら、感想を書くことができる。

４ 単元の指導計画（本時６／ ８ 時間）

段 時 小単元 ねらい 主な学習活動 評価

階

見 １ 「説明書」っ ・さまざまな「説明書」に ・さまざまな ・「説明書」を知ること

通 て、どんなも ついて興味をもち、見比べ 「説明書」を ができたか。

す の？ ることができる。 見比べる。

２ ｢説明書｣を読 ・「説明書」を読み、おも ・｢説明書｣を ・進んで「説明書」を読

３ んでおもちゃ ちゃ作りの手順を考えるこ 読み取る。 むことができたか。

４ を作り、遊ぶ。 とができる。 ・わからない

深 ５ ①～⑥ Ｃ ・言葉の意味を聞くこ 言葉に印をつ ・言葉の意味を聞くこと

め ６ 女 とができる。 ける。 ができたか。

る ７ ・支援を受けながらお ・意味が分か ・必要に応じて支援を受

本時 もちゃを作ることがで ったら、みん けながらおもちゃを作る

６／８時 きる。 なに広める。 ことができたか。

・おもちゃで遊びなが ・読みとった ・遊びながら、気持ちを

ら、楽しい気持ちを感 手順の通りに、 表す言葉を考えることが

じることができる。 おもちゃを作 できたか。

・感想を書き、発表す る。 ・元気な声で、感想を発

ることができる。 ・出来上がっ 表することができたか。

Ａ ・言葉の意味を聞くこ たおもちゃで、 ・言葉の意味を聞くこと

男 とができる。 遊ぶ。 ができたか。

・絵や写真をヒントに ・感想を書き、 ・絵や写真を参考にして

Ｄ しておもちゃを作るこ 発表する。 文を読みながらおもちゃ

女 とができる。 を作ることができたか。

・おもちゃで遊びなが ・遊びながら、気持ちを

ら、楽しい気持ちを感 表す言葉を考えることが

じることができる。 できたか。
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・感想を書き、発表す ・学習した漢字を使って、

ることができる。 感想を書くことができた

か。

Ｂ ・言葉の意味を考え、 ・調べた言葉の意味を発

男 わからないときは、辞 表することができたか。

書で調べることができ ・「説明書」を見て、お

る。 もちゃを作ることができ

・文を読みながらおも たか。

ちゃを作ることができ ・遊びを通して、気持ち

る。 を表す言葉を考えること

・おもちゃで遊びなが ができたか。

ら、楽しい気持ちを感 ・丁寧な文字で感想を書

じることができる。 き、発表することができ

・感想を書き、発表す たか。

ることができる。

Ｅ ・言葉の意味を考え、 ・調べた言葉の意味を発

男 わからない言葉は、辞 表することができたか。

書で調べることができ ・「説明書」を見て、お

Ｆ る。 もちゃを作ろることがで

男 ・文を読んで理解し、 きたか。

おもちゃを作ることが ・遊びながら、気持ちを

できる。 表す言葉を考えることが

・おもちゃで遊びなが できたか。

ら、楽しい気持ちを感 ・詳しく感想を書くこと

じることができる。 ができたか。

・感想を書き、発表す

ることができる。

ま ８ 作ったおもち ・使い方を説明し、作った ・「さくら」 ・おもちゃで、楽しく遊

と ゃで遊ぼう。 おもちゃで遊ぶことができ に遊びに来た ぶことができたか。

め る。 児童を誘って、

る 遊ぶ。

・おもちゃを

貸し、使い方

を説明しなが

ら一緒に遊ぶ。

５ 本時の指導（６／８）

（１）本時の目標

A男 ・ 絵や写真を参考にして、文を読みながらおもちゃを作ることができる。

・ 習った漢字を使って感想を書くことができる。

B男 ・ 言葉の意味を発表することができる。

・ 「説明書」を参考にしながらおもちゃを作ることができる。

・ 丁寧な文字を書くように意識することができる

Ｃ女 ・ 支援を受けながらおもちゃを作ることができる。

・ 感想を書くことができる。

D女 ・ 絵や写真を参考にして、文を読みながらおもちゃを作ることができる。

・ すすんで感想を書き、読みなおすことができる。

E男 ・ 言葉の意味を発表することができる。

・ 「説明書」を参考にしながらおもちゃを作ることができる。

・ 詳しく書くことを意識しながら、すすんで感想を書くことができる。

Ｆ男 ・ 言葉の意味を発表することができる。

・ 「説明書」を参考にしながらおもちゃを作ることができる。

・ 感想の言葉を数種類使って、感想を書くことができる。



さくら 5

（２）具体の評価規準

児童 （＋）の規準 （－）の際の支援

A男 ・絵や写真を参考にし、自分でおもちゃを ・説明文を読んで聞かせ、実演してみせる。

作る。

・習った漢字を意識して感想を書く。 ・既習漢字の表を示す。

B男 ・言葉の意味を発表する。 ・挙手がないときは、上学年から順に指名し

て、話しやすい環境にする。

・丁寧な文字で感想を書く。 ・とめ・はね・はらいのよくできている部分

をほめる。

C女 ・「説明書」を読んで、作業に取り掛かる。 ・次に進むヒントを提示する。

・感想を書く。 ・書く内容を教師と一緒に考える。

D女 ・絵や写真を参考にし、自分でおもちゃを ・説明文を読んで聞かせ、実演してみせる。

作る。

・すすんで感想を書き、読む練習をする。 ・一文字ずつ指し示しながら、読ませる。

E男 ・文脈に合った言葉の意味を発表する。 ・辞書の文を教師と一緒に読み、じっくり考

えるように促す。

・自分からすすんで感想を詳しく書く。 ・自分で考えることが大切であることを話

し、励ます。

Ｆ男 ・「説明書」を読んで集中しておもちゃを ・最後まで仕上げることができるように励ま

作り完成させる。 す。

・言葉の意味を発表する。 ・五十音表を見せて、辞書を引く手助けをす

る。

座席

A男 Ｃ女 Ｄ女

２年 ３年 ４年

Ｆ男 Ｂ男 Ｅ男

６年 ３年 ５年



（３）展開

段 ・教師の関わり方 （○個への支援 ） ◎評価
階 学習活動 備考

A男 B男 C女 D女 Ｅ男 Ｆ男
☆ 絵本の読み聞か

見 せを聞く。
通 １ 本時の学習課題 ・学習課題とおもちゃの完成品を提示し、活動の見通しをもたせる。
す を知る。
５ 「説明書」を読ん
分 で、おもちゃを作

ろう。
２ 学習材を読む。 ・教材文を読ませ、難しい言葉の意味を確かめさせる。 学習材

深 ○サンプルの観 ○言葉の意味を ○サンプルの観 ○サンプルの観 ○言葉の意味を ○言葉の意味を辞
め 察を促す。 辞書で調べ、発 察を促す。 察を促す。 辞書で調べ、発 書で調べ、発表で
る ○言葉の意味を 表できるように ○言葉の意味を ○言葉の意味を 表できるように きるように促す。

聞くように促 促す。 聞くように促す。 聞くように促す。 促す。 ◎発表することが
す。 ◎発表すること ◎発表すること できたか。

ができたか。 ができたか。
３ おもちゃを作る。 工作材

・教材文を参考にさせながら、おもちゃを作らせる。先にできた児童には、手伝わせる。 料

35 ○文をきちんと ○文を読みなが ○実際に作業の ○文をきちんと ○文を読みなが ○文を読みながら
分 読むように促 ら作るように見 様子を見せて作 読むように促す。 ら作るように促 作るように促す。

す。 守る。 らせる。 ◎絵や写真を参 す。 ◎説明書を読み取
◎絵や写真を参 ◎説明書を読み ◎説明書を読み 考に、文を読み ◎説明書を読み っておもちゃを作
考に、文を読み 取っておもちゃ 取っておもちゃ 取っておもちゃ 取っておもちゃ ることができた
取っておもちゃ を作ることがで を作ることがで を作ることがで を作ることがで か。
を作ることがで きたか。 きたか。 きたか。 きたか。

４ おもちゃを使っ きたか。
て遊ぶ。

・おもちゃで遊ばせる。
感想の

５ 感想を書き、発 ○楽しい気持ちを言葉で確認させる。 言葉集
表する。

・感想を書かせ、発表させる。
ワーク

○習った漢字を ○丁寧な文字で ○すすんで書く ○すすんで書く ○詳しく書くよ ○感想の言葉をた シート
意識して書くよ 書くことができ ように促す。 ように見守る。 うに励ます。 くさん使うように
うにすすめる。 たらほめる。 ◎感想を書き、 ◎すすんで感想 ◎感想を詳しく 声掛けをする。

振 ◎漢字を使って ◎丁寧な文字で 発表することが を書くことがで 書くことができ ◎感想の言葉を２
り 感想を書くこと 書くことができ できたか。 きたか。 たか。 種類以上使って書
返 ６ 振り返りをする。 ができたか。 たか。 くことができた
る か。
５ ・本時について振り返らせる。
分 ７ 次時の学習につ

いて知る。
・次時の学習について話をする。


